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ウマスギゴケ群落の構造

一一年齢構成と分布様式

小林逮明・ 間関

The structure of Polytrichum commune Hedw. community 

一一-agestructure and spatial pattern 

Tatsuaki KOBA Y ASHI， Hironobu YOSHIDA 

要問

ウマスギゴケu手躍の維持機構恐縮べるために， I羽演腎林本部1=1:11患のウマスギゴケ鮮絡において，
奥なる臼射，乾燥条件下にいくつかのコドラートを設定し，各ro語3立法f存;1ζメIjり取り翻殺を行なっ

fこ。

よりi斑いl路煉条(LI:下では，地上2奈は飽かく誕の栂成は高く，乾燥に対して附性のい形状
した。 1 年以上の議は少なく，~年度の認のうンダム IJ:¥芽によって7¥争終は維持念れてい

Tこ。

より低い乾燥条件下では，池上京は縮長く部いターフを形成し，より高い位{廷で光合成を行な

うような?惨状を示した。 1年強以Jニの惑は多く，新議は過度の探1i:1を避けるようにはi芽していた。

松の木の下ではあまり乾燥せず，高い臼射1d?得ることができるという絡めて好適な生育条件が

みられた。そこでは令齢の接関掠に波状の分布がみられた。これは好逃!な条件下でのお~請の躍の

集中的な生き残りと，それによって新しい2室の出穿が抑えられることによると考えた。

法*符擦をつけた娩胞子をつけたII唯惑は主に乾燥があまり強くなく安定した'141)分l乙分布して

いたが，除担当主は特;ζ市く安定した部分で見られるように思われる。年齢構成，各齢の芸~Rf.の分布

様式などについて，各々が主に分布する}砕落の!協で控興が見られた。

まえがき

ウマスギゴケ (Polyt1'icht~m COmmt~1W Hedw.)は， スギゴケ科の 1草ftで，最も大型訟の都摘の
…つである。人家の躍や，神社の住1f&に侵入して，よく大小のコロニ…ぞっくり，…般には単に

スギゴケと呼ばれるコケのー縮である。我々に場11訴さみ深い ζのコケはまだ，総統的な日本陣i認の

武袈な構成要議でもある。その地被材料としての特段は，諮ら潜きのある色合，鴻浄!議もさる ζ

とながら，芝と比較して， j樹l創出ζ優れること，管躍が鮒使なこと，質Ji訟のあるターフ奇形成す

ることにみる。一方，欠点としては，その定務，宵が微環境iζ大きく左右されることがあげら

れる。したがって，いくつかの環境条件が襲えば，ウマスギゴケは大きな群落を成立させ，割合

rtJI広くその環境にj脳協して，奨鶴をそ ζなうことなしに更新を行なっている ζ とが考えられる。

このような利用に対応した強盟強態の研究は，これまであまり見られなかった。しかし ζのよ

うな視点とは別の商から近年， ウマスギゴケの倒{本間の動態，生活史i出111告に関するいくつかの住
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j態讃学的1研U訂f兜がなされるよう lにζなつた (Watson19791ヘCa心lla乱g凶俳h乱肌I泣1ら197刊82勺}つ)。 スギゴケ科蘇類は
濃のJf~状から容身にその地上の年齢の推定が可飽であり，それによって年齢構成，年齢別の生

をま日ることができる。

本報告では以上のような点&踏まえて， 13射条件詑操条件の迷いがみられる京都大学!日演習

林本音[5rf:l躍のウマスギゴケ群務ぞ例にとり，異なる条件下における主主義過税，群認の維持機構を

考察した。

frJf兜をすすめるにあたっては，議良教脊大学の北JlI尚史教授に折にふれ助替やいただき，また，

本稿を関税していただいた。

鵡斑のj諜lζは，演苦手林水部試験地， i荷風肢の方々，比叡IlJ11.111'1遊閣の藤戸政博氏{ζ便宜令はか

つていただいた。また， I11H乙も多くの方々に世話にとEった。木論を始める部n乙，以上の万々に傑
く感謝します。

調査地と方法

京都大学農学部構内iこ枕慨する!日演習林本1J[5の下1'1躍は，戦後道路され，その]払植殺はほぼ当
時と変わっていなし、。ただし，ウマスギゴケが能fl!:iしている閣の部分は， もともと自JI[砂が…宙
に敷きつめられており，ウマスギゴケと s本の松(マカマツ，クロマツ)は後lζ自然に侵入して
きたものである。水はけは，臼JlI溺状地の上である ζ ともあり，機めて良好といえるだろう。日
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Figul'e 1 The conc巴ptof Polytl'ichum comm官官gcommunity il1 thc yal'd of the office 
of Kyoto Univcl'sity Forest. St. 1 is set in the thin tUl'f ul1del' sunlly 
conditoll. St. 2 is set ill the thick tUl'f with many malc shoots ullder 

shady cOllditioll. St. 3 is set ill tbe thick tUl'f with mal1y female shoots 
ul1del' shady cOllditiol1. St. <1 is set alol1g gl'adiel1t oI il1so1atioll ul1dcl' a 

pil1e tl'ce. 
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あたりは，取， i将，聞の三三簡を一階建ての建物に閉まれており， :5主体に，あまりよくないが，恕

物や樹木の換による日射条件の迷いが見られる。ウマスギゴケはその中でも特に日あたりのよく

ない到の部分を中心に躍の中央を越えて芝生にまで侵入し， I任躍に繁茂している。現租の管理状

況は，芝の刈り込み，樹木の諮定が行なわれ，ウマスdVゴケの1f下滞ではi徐恕が行なわれているが，

ウマスギゴケ 1~1{*は自然に保されている Q

f¥手i容はその外観から，以下のようないくつかのタイプに分けられた。

(1)日あたりが長い部分， ζζではターフは稽く， J.胞子体はほとんど形成されていない。

(2)市の建物の臼憾になっている部分。ターフはj翠く，たくさんの雄裁が見られる。

(3) 2と問じく前の恕物のiヨi訟であるが，綿子体安つけた濯が能市しているo

(4)商さ 2m50cm;脂!のアカマツの下に成立しているターフ。非常にく， ~M誌や路子体はほとんど

55られない。
これらのタイプの分布は 1閣の通りである。それぞれのタイプについて，特に典型的であると

められた ~ffj分!とコドラートやトランセクトが設けられた。(1)(2)(3)については， pf，j北方?向lζ30cm東
西方向lこ20cmのコドラートを;設定した。(りについては艇j官iてから外へと日射条件の傾斜が兇られ

たので，その傾斜に沿ってIIIiii10cm長さ95cmのベルトトランセクトを設定した。以下，それぞれの

コドラート， トランセクト在調査試(1)， (2)， (3)， Wと|ザぷ ζ とにするo
まず，それぞれの地点で，臼射;殴とJ:'記:燥しやすさのデータをとった。また，京大路辺，比叡111

]]!U二に自然成立した群絡についても開様のデータをとり比較した。コント口一ルとしてJ1!ki学部展
i二のデータも同時にとった。 13射;誌はj凶光i道路の太陽溜池式の sunstation system舎利用し，

1982{:ドD)~の一か月 11ijのデ…タを制定した。乾燥しやすさの測定!こは，時間(1978) によるチぉ

ーク令利用した簡便な終発:段測定法喜子採用した。民iJち，水を充分にしみ込ませたチョークやE露外

!こ放政して，合水:誌の減少でi詑:臥しやすさの指標としようというものでめる。予締央験から，シ

ャーレ上lζ放慨した方が安定したデ…タが得られる ζ と，チョークのもとの震設はできる限り

致したものを能うこと， 411寺ft甘以上の提起設は弱では無認味であることが確かめられ， これらの

知見をもとに D)~14 日 1011寺30分から 1411~j30分まで光分に翻ったチ沼ーク命制資区に設殺し実験密

行なった。またターフ!1ヨの環境も側泣するため，それぞれの地点でチョークを探のままターフの

巾{ζ投慨した。

縦il!lhlζチョーク(こ含まれていた水の燕発織布!Ilζ!ヨ射議4をとって示したのが関2である。調

査法(1)，調斑18:(4)--aと，調区(2)，(3)，調資iま(4)-bでは， 日射盤， i;宅きやすさともに腕らか
なj惑いがみられる。また比叡山国でターフが成立している所では，日射がかなりあるにも関わら

ず泣きやすさでは淵:i1F.1ま(2)，(3)と変わらないことが切らかになった。ターフ内については，シ

ャーレ上のそれと比べでチ沼ークの水減少;設は大変抵く，淵議i玄(2)，(3)， (りについては，ほとん

ど減少が見られなかった。地の閣境条件がほぼ|市じとみられる京大路辺については，白射盤xと

iWlきや寸志 yの聞に. Y出 0.0015計十0.045x十0.40809 r=コ0.D909 なる関係が認められた。

次lζD 月終わりから 10~終わりにかけてサンプルを採集した。それぞれのコドラート， トラ

ンセクトは一辺 2.5cmの目方形の格子にほ分され，それぞれの杭子について，根先がはいるすべ

ての濃毎刈り取り， i鳴子tIJ1こ分11で探接した。採集されたサンプノレは 1本線に性別，年齢，長さ
~~1の情報告とった。乾沼i遣は，誤怒~~ヨとすため 5 cm開万喜子単位として計測した。

ウマスギゴケの阻似体は;接相口口 7で，縦雄興株とされている。 5月'"'-'0月の保線(J切には峨雄

それぞれの議の頂端部lζ逃抑器 (archego11ium)と迭粉器 (1111theridi um) が形成される。治~'fJ
器まは]既設5'" 7 s1s1のカップ!U¥の椛11:.1予の1:1:!tζ形成され一見してその形成を判別する ζとができる。
嫌花序は外見では栄謎さだと判別が剣Eしいが，その]頁端を縦iζ切り，災体顕微銭安艇い， 50情程度
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Hclatiollship bctw巴Cl1evaporatioll anu insolatiol1. Evapol'atiol1 
is mc乱SUl'cdby a we!l moistured picce of chalk， from 10: 30 
to 14 : 30 011 14 November 1982. Insolation is measul'ed fol' a 
month in Novembel'. Experimcntal regl'ession fitted for the 
data in Kyoto University yields following relationship. 

y口 0.0015x2十0.0495x十0.4086 r口 0.9909

(y:emMOH) 
x: i註solation ) 

Blallk plots indicate the data ullder canopy of turf. 

Figur・e2 

で観察すると数偶のつぼ状の遊卵機をyl!，ることができる。生弾i期を終えると，受精した雌~Iま胞

子体奇形成し 8""-'9月には，小さな誠色の蘇11I時吾被った胞子[主主の先端部が議の頂I!iMから出現し，

外見からもそれとわかるようになる。受精しなければ彼軸的に伸長主主:l5さを続けることができる。

雄さ症の多くは強殖期間後，滋:/G序の中心部から単純的に1::・箆ia?統ける。また， このζとから検花

序の形はそのまま残り，過去に造;fi~æìã?つけたか者か判加する乙とができる。

10月iζ採取されたサンプルは，便宜的にさき年，遊精!J告を形成した闘:があるものを14fI議関端;ζ
務い胞子{;本を形成しているものぞ時議，そうでないものぞ栄謎議とした。当年，造卵若詩4をつけて

受精していないものは判別が間難なので，すべて栄議議iζ合めた。過去，五主精摺をJl~成した跡が

あるものも，当主iきそうでなければ栄謎落とした。

臨子は翠年瓦の終わりから秋にかけて散布され，新たな僻体を形成するが，ターフが一皮形成

されると，その繁殖は仮根系からの栄謎繁殖が一般的なようである。新しい裟は，冬から春にか

けて地下の根組系から一斉にまっすぐ伸び，ターフの上部i乙部くと通常の張主主広げる。そのさ奈は

年Ff:J，思統的に伸長生;箆告行なう。変に比較的:良い諜奇形成した躍は，冬にはより綴い3J認を形成

する。一年間に確立していた議は，盟主f:ーにはターフの{頃きの方向に従って根元から泣い 2'"'-'3

月にかけて再び顕著な方向の伸長がみられる。このような症践の季節性から，議は主主潟1の

ような形態をとる。 Long.tol1 (1970) によって，間棋のスギゴケ科ì.!t~類の誕の形態の季節的変

化の周期が一年f停であることが訳された。次いで， Watso羽 (1975)は槻1f替のウマスギゴケにつ

いてもi司様の儲娯を行なった。 ζのような擦の形態の年蹄期{肢を利用して裟が地上lζ出捺した後

の年齢ぞ決定した。

得られたデータからは，翠の生議過程を考捺した他， Iwaoの m*-m関係lζ基く分布解析方法



Photo J 'fhe growth IOl'm of Polytγich叫川
cornm.叫旬。 showIngInllate m!ll'kcl's of 

allnual growth. 

却o.J : 1 yeul' old shoot taken in St.l 

Nι2 : 1 yeul' old shoot takcll ill St.2 

Photo 3 UppCl': 1'hl'cC ycal's olc1 shoot with 

capslll日

Lowcl' : 1'11'0 yeal's olc1 shoot with 
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St. :3 
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Photo 2 'l'hl'ee ycal's old malc shoot takell in 

St. 2. Anthcl'Idiull1 illitiat世dc乱chyear. 

Photo 4 'rhl'ce ycal's old shoot takell ill St. '1 

Photo 5 Under dl'y cOlldition 
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が!自いられ， jiもなる条件下の群溶の更新様式について検討安行なった。また，主f-紛構成と名地点

の畔務の特性との関係について務干の考察を加えた。

結 果

まF鮪と長

制主主1;;5:(1)， (2)， (3)における地上議.の年齢織成，生-長設i銑?鷲~:，形状 iにζついて;は立 4必ジ

られfたこ。

日あたりがよく，乾鎖しやすい調査試(1)ではお特設の裟の比取が蒔く 1年 2年と比率は訟

に“!ごがり，最高で3年の惑がfItIヵヰζ見られた。雄花j予は 1年生の惑で初めて見られ 2主f-生でも
儲かに見られたが，その全体l乙対する比取は，調査i玄(2)と比べると低かった。また拍子体はさをく

見られなかった。設さは，イ自の翻主主l玄(2)，(3)と比べると約半分位と矧かかったが，長さあたりの

沼:監は大きく，太くて短かい似体である ζ とがわかる。慈の{rjl慌については 1年!ヨはターフの

さまで長めに{Ijlぴ，その後はほぼ一次官線状の哨力Jl->e行なうととが考えられる。設さあたりの

も変イちしているが，ウマスギゴケはほとんど分技せず年齢の繍加による架設の憎力Ilは考えに

くいから， ζれは出身:後初期の{lll・民，あるいは{住金な拙体の出き幾りを示しているのかもしれな

い。総意哉は比較的成いが， ζれは乾燥のストレスにより， ~t:~方が他の調査iまのものより抵く

なっていることぞ示していると設えるだろう。また，ス;f'ゴケ科p.，~類は誕の議問iζ ラメラという

柵状構法->e持っているが，その細胞閣のJ事さは，翻資i玄(2)，(3)のものが 5"-'6総IH包閣であるのは

比べ，調査底的では 7"-'8おIJJ出版と!事くなっていた。

制査13:(2)は日かげで， ii!f裟が多くみられた部分であるが，全体;ζ裟数が多く，高齢の議もみら

れた。イT~I給1ïJの業数の分布はあまり締りがみられず，最高で 5$住の躍が認められた。雄議は，

1年生， 2 ff.!'Eの議守中心l乙3&f-生 4年生と高い比率で分布し，また，過去に数度，遊続器を

つけた跡がある議も多数認めた。 i胞子体をつけた雌議は11手県 2年生でみられたが，その比務

は低い。慢さは長く. 4. 5 fl::~の芸で'30Cffi/JíH&のものもみられた0 ・民さあたりの抵:監は小さえ，

潟!I長い濯であることがわかる。 {I!l:民については，翻j1t1ま(1)と悶じく 1年間翠iごf・長めに{ij1ぴた後
}ま一次破線状lζ伸長ずる ζとが考えられる。また， これは 8翻3詑庶ともに共通することだが，そ

れぞれのコドラートにおける各齢の惑の長さのばらつきは少なく，そ

51!.;!訟の乾電設の分布からは.J蹴翻な光合成問踏がうかがわれる。

はイ、さかっTこ。

純資13:(3)は沼かげで，純子休をつけたff滋逃が多くみられた部分であった。念体に議数が少なく，

特に ~l年生の議数は，調査底的のそれの半数近くである。それに比して. l$~Jミの選数は多く，

そζでは多くの雌菜が見られたo J惨状は，調査院(2)のものと畝た綴向が見られるが 3&戸主主の浅;

Tablc 1. Compal'isons of envIronmental conditions， shoot densities 
and biomass between each stand 

RE:LA 'l'IVE: SHOOT BIOMASS 1I3N量ESLOALTAIVE 
TION 5百 E:V APORATION % DE:NSITY no.!rrl g/ni 

St. 1 53 44 271500 1183 

St. 2 20 22 277833 8467 

St. 3 19 19 216167 6567 

St. 4.a 41 30 

St. 4. b 14 16 
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は良さについてはばらつきが大きいながらも一般に娘かく，平均乾1豆長吉あたり窓裁とも

に偲かった。また，この調査誌では，他の淵議院では兇られなかった熔いワターj悶が認められ，

古い併落であることがわかる。

年齢と分布様式

Iwaoの平均こみあい皮(m勺と平均掛皮(m)の関認に誕づく分布解析法によると， m*/mは，盟

関分布における分干p集中j立を示すornpち，群落を構成するそれぞれの惑が，ランダムな分布ぞす
ればm*/m=]であり，…様分布であればm*/m<l，:tI討1分布であればm*/m>1となる。また，
7伴落がコロニ-Jd?l)i{立とした構造4をもっ場合，その構造の解析には， コドラートのサイズ命後え

た場合のそれぞれの， m*ー111関係をプロットしたグラフが有効である。その場合，プロットをお!i
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ぷ閣総の傾きが集中皮を訴し，その傾きの変位点がコロニーを京す。そして，そのサイズ以下に

おける商線の額きが，コロニー内の分布様式ぞ示し，そのサイズ以上での繭線の{頃きはコロニー

自体の分布様式を示す。単故となるコロニーの大きさの抽出には， m*-m隣保から薄かれる ρ示

数を併用した。。示数はコドラートの大きさがコロニー間wを越すと訟に減少する。以上の示数
寄用いて，それぞれの年齢鮮に鴎ずる慈の分布織式の解析ぞ行ない，ターフの東新様式を検討し

匂何

十旬。

関7は，各錦査院における関年齢の議についてのm*jmをプロットし，その比較のために挺宜

上，線で結んだものである。翻資区(1)では，~年住の惑はほぼランダム l乙分布する o 1年住では

若干，集中した分有fjを示し 2年生では，小注いサイズのi荷積で集中的iζ分布する。全体として

は当年強の主主数が多い ζ ともあって，比較的ランダムな分布を;示す。

調査i玄(2)では， ~年生の窓も銀中した分布告?訴し 5 X 5 cm2位のサイズでゆるやかな集中斑

ぞ持っている。 1年生 2年生の議は3互に集中した分布告主主ミし， タテ10cmXヨコ 5cm位のサイズ
の鏡中斑を持つことがわかる。 8主i芝生では，小さいサイズのi五i樹で更に集中的に分布する。全体
では，タテ 5cmX ヨコ 10cm{立のサイズの議中経を持ち集中的な分布~示すが，各年齢の集中皮と

比べると，その集中性は比較的低い。このことから， ζのiif搭では， ~今年齢の議群の探l:j:t斑は，

設なり合うことはなく，互いにずれたJf~で分布しているととがわかる。よって新しい草の出5fは，

それまで議が袋lやしていた所と閉じ部分でよく起きるのではなく，浩司二ずれたj究で集中的に起き

ている ζ とが考えられる。

調資限(3)では，当年生の~が，最も集中した分布を示す。 1$坐 2 年生ではよりランダムな

分布を示し 3年生の議は大変規則的な分布を示した。全体的な分布は 0"'-'2年生のどれより

もランダムな傾向奇示し，翻1ft[ま(2)と閉じように，地上落の分布と，新惑の出3宇部分のずれが考
えられる。

アカマツ樹陰からの日向地に到る群落の構造の変佑

調遊底(4)のベルトトランセクトでは，その途中までアカマツの校が;地上30cm伎の肉さで伸び，

その内と外でi玄関らかな臼射条件，乾燥条件の設が見られた。外見的には，校の先端部分のj諸問

が非常に感く総の濃いターフで校の先端iから外に向うに従って薄いタ…フになり，内lζ向うに従

って原いが総のまばらなターフになるという特徴がられた。 I刻9はトランセクトを 5cm旬:にほ

切った場合の年齢侍の{間体数，平均長，平均乾議議，長さあたり裁量，である。尚，矢印は校の

先端の地点でほぼ樹幹から115cmの位間.であった。

各年齢あたりの議数には，波状の分布が見られた。 3年生の翠は樹ii冷から 70"'-'115cmの範闘で

わずかな分布が見られた。 2 年生の室主は 3 主r::~:::の惑とわずかに分布のピークを適えて， 95'"'-'115 

cmの澗聞をゆ心に分布を示した。 1年生の議では，吏iζ外の115"'-'125cmの絡聞で、ピーク奇訴し，

130cm以遠の部分でも多盤の分布が見られたo ~年生の裟は， 150cm以遠の部分で特に多;誌の分布

が見られるが， 75"'-'90cmの純聞で，特l乙議数が少ないのが悶立つ。

次lζ各年齢のさ装の形状告示見る。平均伎の変イちノfターンは!翠110のj援に綴式限イじされよう。即ち，

Aの部分は，部1査区(2)の議にくらべると，より長く紛]い。 Cの部分は，調査!Z(2)の;認と同じよう

な形状を示す。 Bの部分は，調査区(1)のさ在と隠じような形状を示す。そしてζの変化ノマターンは

年齢が上がるに従って，樹幹の方向へ動いていく。 ζの現象は，次のJ隙に説明できる。 ζのi持滞

では惑は一斉に樹幹から外へ，ほほ剖!向きに伸びている。よって日i惑で出詳した茎も伸長して，

先端が外に出でi直射釘光にさ当たると， 日なた裂の}惨状f告示すようになるo郎ち， Aは， 13 [誌で出
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Figl1l'C 10 Model for the ch乱到gcof meu註 length of shoots ulong thc transect. 

A : Too durk Ul'eu B: Top of the shoot cun百utehdil'cct sunlight C : 
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Uppcr : with truc語。funthel'idiul日1two yeul'S befoe. Middle: 

with truce of lust :YCUl"S untheridium. Lower : with c世rrellt

1Lnthel'idium. 

茶してj見端が外lζj士iていないグループ。 B は臼 l壊でI:I~芽したが，特に伸長す・ることによって現制

は外に出ているクツレープ。 Cは，最も総の濃い浮いタ…フを形成しているクツレープ。 Dはj翠いタ

ーフから I:I:\~'したが，先端は翻J1f.1Z(1)型自の l~! :fJ~にあるグループ。:おは，翻査iま(1)裂のクツレ…プと

うことができる。このような分類から，平均乾湿f誌をみると， 13， Cの部分が設も大きく，調

査1:8:(2)1ζ比べてもわずかに大きく，大変好適なl'l1'i墳である ζ とがわかる。 Aの部分の平均ljf.z震設

の低おは日射殺の不足によるものでおると考えられる。 D， J~ の部分の抵さは乾焼ストレスによ

るものであろう。

図11は，現夜の雄選と過去の巡脳部の形成の跡がある濃の分布を示している。現荘は， 115cm 

より外にしか分布していないが，昨年は95cmから外に 2年前は 80---105cmの部分に椛諜が得在

していたことがわかる。

この他， 70"-' 110cmのターフのrl1では，議は地I自在はうことなく，浮き上がって伸びている。

また，和iい糸のような白色の菜が大抵に見られ，先の不足J討議じさせた。

これらのことから， ζの群滞の動般について以下の識なことが推娯できる。日践に群落ぞ形成

した議は1 樹の外側に伸びて，ある時先端l立高い日射を得るようになった。すると惑は乾燥しに

くい状態で光を得ることができるようになり，前jい詑残務を得，現在の 4&1三倍の探聞の集中的な

成立母みた。そこでは，先環境の不足から，新惑の出~があまり見られず， }，芝;ζ外側lζ時様な探

|剥が成立:lノ， .現在の波状の分布が見られるようになったのであろう。
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考察

ウマスギゴケは， {I団体， 11宇都それぞれのレベルで潔境に対するj脱応を訴す。乾燥ストレスの強

い鵡主主ぽ(l)では，~のき長前iのうメラの隠は原く，誕の掛j立は向く，~は矧かく，ストレス l乙対し

て耐性のi自iい形状を示す。また，生き践り (survIval)が少数で鎖中的な傾向を示すのに対して，

新誌はランダムに火殺に出持してターフという好適な環境を総持する。 i詑!煉ストレスがあまりな

い調査院(2)と(3)では，惑は長く，よりi肖いイ立慨に光合成活動を行なう脅1)分る得る。また，多数の

き残りに対して，新は集中的lζ1:I:¥5t:するが，全体的にはより集中皮を:l1lJえるような出芽様式

ぞ示し，安定したターフぞ維持していると設えるだろう。

調弦iま(りでは，あまり乾燥せず，高い臼射る得るという好適な条件の下でのターフのダイナミ

ックな行動が兇られたが，これは，慈の生殺様式，出;5j:様式の象徴的現象であると見ることがで

きる。即ち，ウマスギゴケは，伸長生長のフレキシピリティから， I司年齢踏の競争はあまり見ら

れず，好適な条件~得ると~~・い税務 ~1!J.， 強中的な閥年齢接聞の生き渡りがj逸られる。しかし，

そこでは新装の出芽強岐にとって日射条件が充分でなく，低い!:l:¥3fE終しか得る ζ とができない。

Watson (1979)は，スギゴケにおいて，彩j交の{間体7J下がより潟い栄子命を得ることそ強調した
が，それは新装の出芽段!紛での調節と対になる ζとによってlti¥務の安定i肢の維持という認味を持

っと考える。

今問は専ら，栄謎繁殖の側首i喜子法制したがそれは有性強摘との関連の下で理解されるべきもの
であろう。今1m，い乾燥ストレス下にある翻強制1)では出獄惑は少なく，殊lζ胞子体の形成は

全く見られなかった。また，殺も動的な行動を訴した謝資i芸(4)でも，ほとんどが栄議議であった。

ζれらの群落では，鋭揃のエネルボ…は専ら栄謎繁殖に投入されているといっていいだろう。一

方，翻査院(3)は対照的にi正織な有性生殖を行なっていたが，この淵誌における年齢構成の71~ ，

良p ち 1 年生の議の商い比務，一方での当年~ミ均年齢の議の少なさは次の1設な説明が与えられ

よう。 ζの部落を主に形成する雌は，支受精すると，惑の{r{i:提出誌は止まり，胞子体の控除民

が始まる。 Callaghan ら (1978)は1-1CO 制定った突験で，第1]は自らも光合成ぞ行なうが，その

悠;箆は加{Ij~体からの物質移動によるところが多いことぞ述べた。また，今回の予{ìlli実験から朔奇

形成する前のJll謀議の震設と 1~午後耐を形成したさをと紛の駕抵とはあまり迎いがないことが認め

られ，受精後の服装の生成力の低さを訴した。また a胞子守散布すると，も枯死することは紙

に述べた。以上のようなことから， o抗議の多い{t'下部では，当然，栄謎繁殖へのエネルギーの投入

は少なくなるだろうし，高年齢の認も少なくなるだろう。それと対照的にMf1議は生殖活動後も

背可能で，何度も泊粉器を形成することができる。また総子放出活動期rl日もたかだか2か月程で，
それに裂するエネルギーも雌主に比べるとずっと低いと考えられる。

ζ うした性慾の谷主むをはらんだ部溶の形成と維持の機構に関わるものとして，次のような興味

深い溺議が見られた。調査ぽ(りでは，逃約揺らつけたからの分布域の移動がみられたが， ζ

れは生殖器の形成1乙日却する翻節機議の保棋やおi皮しているのではないか。また， II包子体冶つけた

rt[í~~さが，群部の中心iílíでしか見られないこと，鵡3笠 lざ (3)では多殻のワタ…がヰttíU し，その1鍔務の

成立が古いζとを示していた若手災も3t!l球探い。コケ;植物では生活史の大部分が})j.柱!の;桜中EIであり，

多くが雌雄典株である。受精様式も簡単で，水を媒介にするものと考えられている。そこでは，

有性~J::般の成1fiは， Jllig域がどれくらい近い場所lζ住宵しているかにかかっている。そういうコケ

植物の中で，ウマスギゴケは腕に述べたような性認をはらみつつ， I正雄lζ栄謎繁殖，有税生摘を

行なっている。このことは，その広い分布域，パイオニア的組特性とも関わり，その位指5たにつ
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いて興味深い課踏を捷出していると替えるだろう。
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Resumる

To investigate the maintenance mechanism of the polytrichum comm句協ecommunity， 
quadrats and a transect under the different sunlight and dryness conditions were set 

in the yard of the office of Kyoto University Forest. In each quadrat all shoots are 

harvested and investegated. 

In one quadl'at undel' more sunny and dl'y condition， shoots are shol't and have dense 
Ieaves. In other wal'ds， the form of the individua1 shoot shows the high tolel'ance 
against dl'yness. The shoots， which are oldl' than one year， are comparative1y few. But 
a 10t of current shoots come up in a random spatial p品tternand k母epupもhecommunity. 

In the other quadl'ats under 1ess dry condition， the shoots gl'OW slim and 10ng. This 
shows th乱tthe photosynth告SlScan occur乱tthe higher part of the shoot. The older・shoots
are many， and the current shoots seem to come up in a manner of avoiding the exessive 
cl'owding. 

In乱 transectunder a pine tree， there is very good condition for growth， such as the 
rich sunlight and 1ess dryness. There， shoot density shows w乱velike distribution by 
each age class. This dynamic behavior seemsωbe resulted from the high rate of 

survival undel'・ goodcondition and from the suppression of growth of new shoot unde1' 

the thickly sU1'vival canopy. 

The sexua1 shoots， that is， the male shoots with antheridum 01' the female with 
capusule， are mainly distributed over the stable part of the comm unity under the less 
dryne~s. Especially the female shoots s邑emto develop in the mol'・estably established 

part of th日 community.There al'e some differences in the age stl'ucture between the two 

sexual types. 




